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I まえがき
火軍げv鳴トラス磁漱の縮 負K直負

/4~.す
ヶ肉沸鼎解ん子、例えばタイャフラヘた格な、疲χζオえすべき継子で

あるゆえ.ビード勒 壻うがで、かつアンダ
ーカット
/4・ごが嶺v こヽこがキ求さKて、ヽろ。このくめKIき、上

新 とグラインダーで湘ろガ去ヤ、トフメルティングκよるイ土上げオ六
/4‐どがあ が々、これらは戻司性K掟、、く
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ーナーキ)のすみ幻燿爆たエガ六t瑠さ呻tス.

粋 著では、その採 `ス菱工K対処するためKてフκ澤剰階勧欄わ薇黎、ならびK上務 人ヮ輌理オス

Kつ いて述バ ている。

2報 キの澤洛
葬崚ダイヤフラム、端ダイャフラムヮー綺 、̀,ちスト

レート費ヽ つ親彗習い0、三棒峙っ羅 かが楽K`糸 ゅ々え

、彼力眸`層V あ`(ビKよ'オウカヽ
/・―■鳩キセツじ潮し養戒雲易

κ行るユ がぜさる。ゑ―ノKシッコ/糸'影財を用ヽ｀

て畑たtК従来ヴ鉢素乗騰 こ火ネ′摯,J覇影次η人

荻を示すθ後メ綺せ詭オlくχべ聯 より爽幕これている

ここがわかる。実ん悴Kついて湾、髪為′還淋イ去Kっい

てたえてみたが人ぎを差になか,κ。/.‐お′θっ測定Кタ
た′て、オK′植がメに巻lくよクバラツキヤすv ミヽとが聞

通臭とtてび衆,た。

3 薦繊:タイィフラムのまわし秘
翡鮮彙ダイヤフラム|さ多燿盤クで

'あり、著κJ識でっスカ
ラッル孝つイわし燦妥つビ

ードが凸代|く/4‐ウィすv .ヽこ9
ためスカラップヮ彩次、位置と麦たさせて実験ικ維采、撮も渫妥っ日

難を下フランジ夜1で'00..Rっ スカラップt取ればた軟釣スヘース1(

累善できるここがりか,(。またスカラップ内でのビード鋳 がだん

ごボtKな,マすいため、図―IK示すよう=な つ螺葬譲臓子とな幸椒κ.

図―100(り“)宙緒 卜業者がノスで行うもっで、ビード縦こ1キでや

力と公なさせるガ払こ樵終端をなかさせるがス:く々かれる。C)lelはイス

oイト業者がダイャフラムと誦てて対衝し、スヵラップ内で口哺1くァーク

セムすガ去ぜ、“力ヽ件マストレート者'K多行する9K対 し、0はスカラ 写真・′ヌカラッフ掬りまわt瀾わ例

ップ内でアークとJIさ縦νヽで逹硫しκピードと得る方法である。これう、ヽずれ,オ去と石いて毛スカラップ肉で
のビーに彙喘と清うかKするここ|●可たであつたが、いずよも渫蒙ィャ栄堵っ歿ilマょり大きく左なされうっで、

十分憮鑢験を積んでおくこてが帖率こオえられた。写真―ノl(スカラップ内りまわし螺辞黎矛,一例こ示す。
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イ端タベフラムつコーナー脅り羨各

涛ダイイフラム腱切(関力臓とであるたり、コー十一キK戒劉そピードが集十すろタミのkゥ尺力集十と受1ナ易く、

か みが褐うス難いので弟絡欠陥が生じ易V .ヽイれゅえ上端キだけでなくルート苛Kt着ヨし、疲労)くオtて十

な々蘭魏こりも̀て
・ξ,コーナー疼格浄とイ士上lザることが望J晨

る。上艶り奪求慟賃`油足こせるためK図
-2Kホ
すよう争る

ガlった工労広とな僣仙ス.“)嗜ノーリング澤接tせずk後の次

7株で仕上げるんつで、ビードっ貴なりがなく外楓嗜夕、ヽが、

燿込み不足を生じ々 すぃ。(DICp嗜″4命蒻 ′せた嗜オ燿格で

ノーリング|た後、夜機眸で社上げと行うも夕で、排隷ゝみ:すれ

嬌で力わがビードドミκKな)ヽすヽ 。ヽ(の1きコーナー蓄"っ三角

彬穆ガ色たK″ハ命感 で整彩し、̀らKン
ーソング素格つあて

貨象碁で社上げるガ残で、か み′jL端絆ιもスをだがた工が

離 となる。(e)はス角プレ‐卜̀ コーナーキKはめか 、次歿

済で二本匈,″格とてう。この方スオコ
ーナゼビードが主なるのとをするコう0て

゛

考えうよスものであ夕、外概蔵ittk社

上がるが、プレ́ トク興着よ饉がキかで

なくル‐卜K欠陥が1じることがある.

ス上色 ,々次イlκ鮮采、(b)OK示すより
/4-殊婆そ模ぜ、実ス梼り澤絡K花だち、

Cのまた:tィ4命舞終で全燎ク́ ソ́ グ

落格をイ『えば象̀を確スが各うれること

こ羅熙lた。写真-2′写真-3κ ]―

ナーキ,外れ`てクロを示す。
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Кズヽすイ共̀鍮潤【̀ 8οO X 800 X 200θ..,

痛代η夕に具内K置こ、敗 工での力末衆

汁とj与ぇして力格及量試験こで,ス.イ静ヽ
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4KJV3難 り′′θの渕足辞米とネすが、

6イみ肉ビードの管ラ妨ク晨
髪使ェKめたクすヶ肉ビード乳上場形べt嗜スするイム之して図―夕に示すθ

ゲージtイアウtデージK終織する誨'年とグライングーで冽暗けるξ̀ KIた 。な
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